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共生社会の実現を推進するための
認知症基本法

認知症の人を含めた国民一人一人がその個性と能力を十分に発揮し、

相互に人格と個性を尊重しつつ支え合いながら共生する活力ある社会

『共生社会』の実現を推進する。

「新しい認知症観」

認知症になったら何もできなくなるのではなく、認知症になってからも、

一人一人が個人としてできること、やりたいことがあり、住み慣れた地域

で仲間等とつながりながら、希望をもって自分らしく暮らし続けることが

できるという考え方。



本人からのメッセージ

なんで自分が・・・
なったものはしようがない

認知症は元には戻らない

追いかけても仕方ないことは追いかけない

自分も傷つく

認知症だけで死なないのだから、どうせなら楽しく暮らす



本人からのメッセージ

仲間と出会う
認知症になって広がる世界がある
同じ病気の仲間から元気をもらっている
病気を気にすることなく楽しく冗談を言い合う、
そんな仲間がいることは最高

認知症を隠さない
隠していることがしんどくなる
言うと助けてくれる人はいっぱいいる
助けられ上手になる



本人からのメッセージ

自分でしたいことをする
できないと決めつけないで

できることがあるのに、何もできないと決めつけられると
自尊心が傷つく
自分の責任でできることはしたい

危ないから、危険だからと制限されたくない



本人からのメッセージ
認知症になったら人生終わり… ではない!!
認知症になって
新しい出会いがあり
仲間とともに 楽しく

やりたいことができる!!
そんな場が地域の中にたくさんあれば

みんなが安心して暮らせる・・・

一人一人が変われば
社会が変わる・・・



ご清聴ありがとうございました


